
 

高知県のアウトソーシングは、単に

行政コストの削減を主目的にするので

はなく、県内の事業者に新たなビジネ

スチャンスや雇用の場を広げて、地域

の振興にもつなげる取り組みです。 

このたび、アウトソーシングで導き出

された様々な効果を、参加した民間事

業者の皆さんとのヒアリングや職員アン

ケートなどを通して検証し、これまでの

３年間の取り組みの総括としてまとめま

したので、その主な内容をご紹介しま

す。 

□３年間の累計で２６億円の予算を県内事業者に優先して発注した結果、 

・県内１０６事業者がアウトソーシングに参加し、 

・そのうち１５事業者が新たな業態へ進出するなどの良い変化が現れ始めました。

□建築業（施設の管理運営）  アウトソーシングは民間にとって新たなビジネスのチ

ャンスとなっています。今回、新たな業態へ挑戦するなかで、民間と行政とがお互

いに報われることがアウトソーシングの真の成功だと感じました。 

□建設コンサルタント（研修会の実施）  新たなビジネス展開で専門性と知名度の

向上にもなり、新しい事業分野を創設することができました。 

概要版 

 

 

 

 

【高知県庁が取り組んだアウトソーシング】 

高知県庁では、財政や人員のやりくりが難しくなる中で、民間との協働で従来の仕事のやり方を変え 

て、質の高い県民サービスを柔軟かつ効果的に提供していくために、県業務のアウトソーシングを進め 

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【県内各地域へ広がるアウトソーシングの効果】 

高知県のアウトソーシングでは、地域の活性化を前面に押し出している点が大きな特徴です。その視

点に沿って、県内雇用の場を創出して地域振興を目指すため、県内事業者への優先的発注を基本とす

る方針を打ち出しました。（Ｈ１８．６．２８副知事通達） 

 

＜＜  県県内内事事業業者者にに行行政政ササーービビススをを担担ううここととへへのの関関心心がが高高ままっってていいまますす  ＞＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アウトソーシングの３年間の取り組みを総括しました 

〔〔  新新たたなな事事業業分分野野へへ進進出出ししたた事事業業者者のの声声  〕〕  



 

□ アウトソーシングの受注をきっかけに、正社員を新たに６２人雇用している。 

□ 延べ７００名を超える方々が、アウトソーシング業務へ従事している。 
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【グラフ】県民サービスの質の向上 

アアウウトトソソーーシシンンググししたた事事業業のの実実にに９９８８％％でで

「「ササーービビススのの質質がが向向上上ままたたはは維維持持さされれたた」」

とと職職員員がが評評価価ししてていいまますす。。 

□給食業務  献立が充実し、「食事がおいしくなった」との評価が寄せられました。

□パスポート発給  日曜日と金曜日夜間の交付の開始で利便性を上げました。

□研修業務  受講生のアンケートの結果、職員研修運営への評価が高まりました。

＜＜  雇雇用用のの効効果果をを集集計計ししままししたた  ＞＞ 

平成２０年９月末時点でアウトソーシング事業を受託している事業者のご協力のもとに、 

「アウトソーシングによる雇用の効果」に関するアンケートを行いました。 

事業者からの回答を集計したところ、 

 

 

 

といった、地域振興につながるアウトソーシングの定量的な効果が確認できました。 

 

＜＜  テテレレワワーーククをを活活用用ししたた地地域域へへのの発発注注もも進進めめままししたた  ＞＞ 

ホームページの作成やデータ集計、テープ起こしなどの業務を、テレワークを活用して地域へ発注

する「地域版アウトソーシング事業」を推進することで、地域の住民グループなど多様な方々が参加す

ることが可能となりました。県内各地で次のような様々な効果を生み出しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜  県県民民ササーービビススのの質質のの向向上上ににつつななががっってていいまますす  ＞＞ 

品質の管理や民間の企画提案を募るプロポーザル方式のガイドラインを整えて、

アウトソーシングした業務の適正な履行の確保とともに、民間の知恵とノウハウの発

揮による県民サービスの質の向上にも取り組んできました。 

ｚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔〔 ササーービビススのの質質がが向向上上ししたた事事例例  〕〕

その３ 地域活性化 
 
地域振興の担い手として活躍する
団体や人材を育成 
・地域特産品や観光情報の発信 
・地域資源を活用した商品開発 

その２ 行政への関心の高まり 

 
県庁の仕事への参加を 
きっかけに行政への参画を促進 
・地域ボランティア活動への参加
・議会や公開会議の傍聴 
・まちづくり委員会の委員就任 

その１ 就労機会の創出 

 
中山間地域の方々、 
子育て中の主婦、 
障害者など就労機会の少ない方々
が参加 
・Ｈ１９は５４業務１千万円を 

地域の事業者へ発注 
・参加者７１名（うち新規２４名）



 

３３年年間間でで２２６６億億円円のの予予算算をを県県内内事事業業者者へへ優優先先的的にに発発注注ししたた結結果果、、  

職職員員がが直直接接行行ううよよりりもも、、８８６６３３百百万万円円（（３３年年間間ののトトーータタルル））のの人人件件費費ココスストトのの削削減減効効果果ががあありりままししたた。。

アアウウトトソソーーシシンンググでで生生みみ出出さされれたた２２６６６６人人（（ＨＨ２２００．．４４．．１１現現在在））をを新新ししいい課課題題にに重重点点

的的にに配配置置すするるここととががででききままししたた。。  

 

□広報誌作成業務  民間のノウハウを県の広報活動に活かすことができました。 

□施設の管理点検業務  民間の専門性に学び、職員の技術力が高まりました。 

□旅費事務業務  出張用務に専念できるようになりました。 

〔〔  仕仕事事ののややりり方方がが変変わわっったた事事例例  〕〕  
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ｸﾞﾗﾌ） 人件費コスト削減効果の推移 

（ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ予算）

【アウトソーシング後の県庁の変化】 

アウトソーシングは、県庁の中でも、 

行政コストの削減だけでなく、アウトソー 

シングにより生み出された人員を、産業 

振興計画の策定などの新しい課題に重点的 

に配置することを可能にしました。 

また、民間との協働で仕事のやり方が変 

わってきた、といったプラスの変化を生み 

出しています。 

  

＜＜  行行政政ココスストトのの削削減減効効果果  ＞＞ 

 

 

 

 

＜＜  新新たたなな行行政政ニニーーズズやや、、政政策策課課題題へへ人人材材をを重重点点配配置置  ＞＞ 

 

 

 

 

＜＜  仕仕事事ののややりり方方がが変変わわっったた  ＞＞ 

また、アウトソーシングに関わった職員の約７割から、仕事のやり方が変わってきたといった意見が寄

せられました。 

 

 

 

 

 

 

【アウトソーシングの意義 ～新たな自治の仕組みへ～ 】 

このように、県内の民間に雇用の機会や、地域振興を担う気運が広がるなど、県内の各地域でアウトソ

ーシングの効果が現れ始めています。県庁の中でも、アウトソーシングの活用によって、効率的で質の高

い県民サービスを提供するための仕事のやり方や人員体制の見直しが進んでいます。 

また、アウトソーシングを受け持つ多くの県内事業者の皆さんには、行政サービスを担うことへの関心が

高まっており、民間と行政との協働による新たな自治の仕組みの兆しが見え始めています。 

今後も、県の役割の重点化やサービスの質の向上、地域の活性化といったアウトソーシングの持つ意

義に着目しながら、より効果的で適正なアウトソーシングを続けていきます。 


